
＝
（し
ま
は
ぎ
）
萩
の
こ
と
。
灞
城
と
も
書
く
。

嶋
榛

*1

＝
第

代
天
皇
。

？
～

(

在
位

～

)

。
日
本
書
紀
に
軽
皇
子
、
天
万
豊
日
天
皇
（あ
め
の
よ
ろ
ず
と
よ
ひ
の
す
め
ら
み
こ
と
）な
ど
と
み
え
る
。
皇
極
天
皇
の
弟
。
皇
極
天
皇
４
年
の
乙
巳
の
変
で
先
帝
よ
り
譲
位
さ
れ
た
。
同
年
年
号
は
大
化

孝
徳
天
皇

*2

36

596

654

645

654

に
改
元
さ
れ
た
（年
号
の
始
ま
り
）。
同
２
年
大
化
の
改
新
が
行
わ
れ
た
。

＝
（け
ん
よ
）物
の
始
め
の
意
。
は
じ
め
る
。
は
じ
ま
る
。

權
輿

*3

＝
第

代
天
皇
（
女
帝
）
。

～

(

在
位

～

)

名
を
阿
閉
（
あ
へ）
皇
女
と
い
い
謚
を
日
本
根
子
天
津
御
代
豊
國
成
姫
天
皇
（
や
ま
と
ね
こ
あ
ま
つ
み
し
ろ
と
よ
く
に
な
り
ひ
め
の
す
め
ら
み
こ
と
）と
い
う
。
草
壁
皇
子
の
妃
と
な
り
、
文
武
、
元
正

元
明
天
皇

*4

43

661

721

707

715

の
両
天
皇
と
吉
備
内
親
王
を
産
ん
だ
。
慶
雲
５
年
和
銅
と
改
元
し
和
同
開
珎
を
鋳
造
し
た
。
和
銅
５
年
古
事
記
撰
上
。

＝
（
よ
く
せ
き
）か
ら
だ
や
土
地
が
肥
え
て
い
る
こ
と
と
や
せ
て
い
る
こ
と
。
肥
脊
。
肥
痩
（
ひ
そ
う
）
。

沃
塉

*5

＝(

ア
メ
シ
ル
シ
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ラ
キ
ト
ヨ
サ
ク
ラ
ヒ
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト)

第

代
聖
武
天
皇
の
謚
。
首
（
お
び
と
の
）
皇
子
。

～

(

在
位

～

)

天
爾
國
押
開
豊
櫻
彦
天
皇

*6

45

701

756

724

749

＝
中
世
日
本
で
出
さ
れ
た
類
書
（百
科
事
典
）。
全
３
巻
。
元
は
拾
芥
略
要
抄
と
も
呼
ば
れ
、
略
要
抄
と
も
略
さ
れ
た
。
古
く
は
南
北
朝
時
代
の
洞
院
公
賢
が
著
者
、
子
孫
の
実
熙
が
増
補
し
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
永
仁
２
年
（

年
、
公
賢
４
歳
の

拾
芥
抄

1294

*7

年
）
に
書
写
さ
れ
た
『本
朝
書
籍
目
録
』
写
本
に
「
拾
芥
抄
」の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
で
は
鎌
倉
時
代
中
期
に
原
型
が
成
立
し
、
暦
応
年
間
に
洞
院
公
賢
が
そ
れ
を
増
補
・
校
訂
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
存
本
は
『
口
遊
』
・『
二
中
歴
』
な
ど

の
先
行
の
書
物
の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
歳
時
以
下
、
経
史
、
和
歌
、
風
俗
、
百
官
、
年
中
行
事
な
ど
公
家
社
会
に
必
要
な
知
識
を
中
心
と
し
た

部
及
び
「
宮
城
指
図
」「
八
省
指
図
」「
東
西
京
図
」な
ど
の
地
図
・図
面
類
を
多
数
含
ん
で
い
る
。

99

全

四
冊
之
内

嶋
榛

古
實
記

*1

磯
部
氏

【
１
頁
】

嶋
榛
古
實
記

圖
記
起
源
之
説

一

凡
國
郡
の
圖
ハ
朝
家
乃
重
せ
ら
る
ヽ
所
也

其
始
を
原
る
に

オ
ヨ
ソ

タ
ヅ
ヌ天

萬
豊
日
ノ

孝
徳
天
皇

の
御
宇
を
權
輿

と
す

日
本
記
曰

ア
メ
ノ
ヨ
ロ
ズ
ト
ヨ
ヒ
ノ

*2

*3

天

皇

大
化
二
年
秋
八
月
庚
申
朔
癸
酉

詔

曰

宜

觀

國
々
之

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

ミ
コ
ト
ノ
リ
〆

ノ

シ
ク

テ

云
云

疆
界

或
ハ
書
或
ハ
圖
持

来

奉

示

境

界

ヲ

シ

テ

ル

シ

〈

〉
秋
八
月
庚

申

朔

癸

酉
に
、

詔

曰
は
く
、
（
中
略
）
宜

読
み
下
し
文

ア
キ
ハ
ツ
キ
ノ
カ
ノ
エ
サ
ル
ノ
ツ
イ
タ
チ
ミ
ヅ
ノ
ト
ノ
ト
リ
ノ
ヒ

ミ
コ
ト
ノ
リ
〆

し
く
國
々
の
疆
界
を
觀
て
、
或
は
書
に
し
る
し
、
或
ハ
圖
を
か
き
て
持
ち
来
り
て

サ

カ

イ

フ
ミ

カ
タ
チ

マ
イ

示
せ
奉
れ
。
（
出
典
＝
岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

四

以
下
）

ミ

286

其
記
亦
元
明
天
皇

ヲ
始

*4

日
本
根
子
天
津
御
代
豊
國
成

と
す
る
歟

続
日
本
書
記
曰

カ

ヤ

マ

ト

ネ

コ

ア

マ

ツ

ミ

シ

ロ

ト

ヨ

ク

ニ

ナ

リ

姫
之
天
皇

和
銅
六
年
五
月
甲
子

風
土
記
ヲ
撰

畿
内
七
道
諸

ヒ
メ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

ス

国
郡
郷
之
名
ハ
著
シ
好
字

其
郡
内
所

生

銀
・銅
・
彩
色
・
草
木
・
禽

ニ

ノ

ス
ル

獣
・
魚
・
虫
等
之
物
ハ

具
ニ
録

色
目

及

土
地

沃
塉

・
山
川
・
原
野
ノ
名

ノ

ツ
ブ
サ

ス

ラ

ヒ

ノ

*5

号

所
由

又
古
老
相
傳

舊
聞
・
異
事
載

于
史
籍
言
上

其

圖

ヨ
ル
ト
コ
ロ

ニ

ノ

フ
ル

テ

ス

ノ

ノ

【２
頁
】世

に
傳
へ
て
今
に
行
ハ
る
ヽ
物
ハ
聖
武
皇
帝
の
御
宇
に
圖
す
る
所

な
り
と

天
平
十
年
八
月
辛

云
云

天
璽
國
押
開
豊
櫻
彦
天
皇

ア
メ
シ
ル
シ
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ラ
キ
ト
ヨ
サ
ク
ラ
ヒ
コ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

*6
云
云

卯
令

天
下

諸
国

造
国
郡
之
圖

進

ノ

シ

ノ

ニ

ヲ

ス
ト

拾
芥
抄

曰

ト
云
云

此
後
ハ
時
に

大
日
本
國

圖

行
基
菩
薩
所
圖

也

シ
ュ
ウ
ガ
イ
シ
ョ
ウ

ノ

ス
ル

*7

改
り
代
々
革
り
て
是
を
図
書
寮
に
蔵
む
と
云
云

カ
ワ

オ
サ

爰
に
当
城
の
圖
ハ
後
陽
成
院

慶
長
六
年
辛
丑

コ
コ

( )Version 0.40嶋榛古實記 １



＝
毛
利
秀
就
の
事
。

頁
６
行
目
参
照
。

羽
林
次
将

*1

17

＝
（ま
き
む
ら
の
ひ
む
か
の
し
ろ
）
第

代
景
行
天
皇
の
こ
と
。
垂
仁
天
皇
の
皇
子
。
纏
向
日
代
宮
（奈
良
県
櫻
井
市
穴
師
）に
都
を
移
し
た
と
さ
れ
る
。

纏
向
日
代

*2

12

＝
（う
し
と
ら
）北
東
。

艮
*3

前
黄
門
輝
元
卿

西
周
の
山
口
よ
り
鹿
野
太
郎
左
衛
門
ト
云
名
士
を
遣
し
て

の
地
を
相
せ
し
め

其
地
形
を
圖
せ
し
む

實
に
是
を
当

嶋
榛
原

城
の
圖
乃
起
源
と
云
云

羽
林
次
将

秀
就
公

慶
長
十
七
壬
子
年

當
城

居
を
移
し
給
ふ

ニ

*1

別
に
吏
阿
り

後
ハ
市
令
是
を

務

り

其
圖
を
司
家
に
蔵
む

国
郡
郷
里
之
圖
は

町
奉
行
ノ
事

ツ
カ
サ
ド
」

オ
サ

【
３
頁
】是

を

と
云

年
往
き
代
革
り
て
其
図
の
変
改
す
る
事

絵
図
方

カ
ワ

尤
繁
多
也

或
ハ
南
江
の
水
を
北
に
流

或
ハ
東
の

濁
淵
川
を
橋
本
川

に
流
す
を
い
ふ

市
店
の
外
に
西
に
新
市
を
置
て

慶
長
に
ハ
沼
田
を

元
有
五
間
町
市
後
に

置
呉
服
町
市
を

埋
め

貞
享
に
溝
川
を
掘

其
圖
年
に
改
り

土
原
元
ハ
沼
田
也

新
堀
川
と

後
為
士
家
之
地

い
ふ

此
畫
の
月
に
易
る
事
少
か
ら
す

今
市
令

新
圖
を
写
し

粟
屋

英
信

か
え

一
分
を
以
て
間
尺
を
定
む

遠
近
の
行
程
手
を
挙
て
算
計
す
へ
し

旧
説
を
書
し

百
家
の
記
の
正
誤
を
弁
し

古
今
の
談
論
目
の
前
に

見
る
に
足
れ
り

是

則
圖
説
の
成
れ
る
所
以
の
も
の
也

コ
レ
ス
ナ
ワ
チ

ユ

エ

ン

榛
城
之
惣
説

ハ

ギ

山
陽
道
長
門

国
阿
武

郡

の
城
ハ
周
防
・
長
門
両
州

椿
木

郷

嶌
榛
原

シ
マ
ハ
ギ
ハ
ラ

ノ

ノ

ノ

之
府
城
也

長
門
元
の
名
は

国

名
改
称

時
代
之
事

穴
戸

拾
芥
抄
ニ
曰
長
門

元
ノ
名
ハ
穴
戸

ア

ナ

ト

ノ

ノ

【
４
頁
】

阿

不
詳
也

蒙

に

勘

於
古
史
舊
事
本
紀
・
古
事
記
等

並

称

密
ヒ
ソ
カ

カ
ン
ガ
フ
ル
ニ

ク

ジ

ア

ヲ

ニ

シ

仲
哀

奈
度

穴
門

穴
戸

用

・

字

於
是
検

日
本
書
記

称
穴
門

見
垂
仁

ナ

ト

コ

コ

ニ

ス
ル
ニ

ト

ユ

ノ

ヲ

ヲ

改

記

長
門

後

再

書
穴
門

亦
有

神
功
皇
后

長
門
ノ
文
字
始
テ
見
ユ

有
欽
明

等
ノ
記

継
体
天
皇
ノ
記
ニ

天
皇
ノ
記

フ
タ
タ
ビ

メ
テ

ス

ト

ニ

ト

天
皇
ノ
記

ノ
記
ノ
中
両
所

天
皇
記

日
本

穴
戸

更
改

記

以
後
ハ
有
長
門

也

見
孝
徳

有
於
天
智
天
皇

有
天
武

以
上
見

長
門

サ
ラ
ニ

ト

メ
テ

ト

ト

奈
加

書
記

続
日
本
書
紀
以
下
国
史
・
古
記
等

悉

曰

長
門

倭
名
抄

曰

コ
ト
ゴ
ト
ク

ナ

ガ

フ

ト

ニ

一

云
穴
戸

者

ノ

訓
上
略
ナ
リ

ト
云
云

度

穴
ヶ
戸

阿
奈

阿
奈

略
阿

戸

加
度

ナ
リ

ト

ハ

ニ

ト

阿
武
郡
元
稱
阿
武
國

今

案

に
阿
武
郡
ノ
事
ハ
古
記
東
鑑
に
見
へ
た
り

ア
ン
ズ
ル

事
の
繁
多
な
る
故
省
略
し
て
爰
に
記
さ
ず

先
代
舊
事
本
記

云

阿
武
國
造
纏
向
日
代
朝

御
世

神
祝
命
十

ク

ジ

マ
キ
ム
ラ
ノ
ヒ
ム
カ
ノ
シ
ロ

ニ

*2

世
孫

味

波

命
定

賜
國
造
云
云

新
撰
六
帖

ト
云

纏
向
日
代
ハ

景
行
天
皇
也

ウ
マ
シ
ハ
ハ
ノ
ミ
コ
ト
サ
ダ
メ
タ
マ
ウ

ニ

【
５
頁
】

長
門
な
る
阿
武
郡
の
杣
板
ハ

唐
人
も
す
さ
め
佐
り
け
り

ア
ブ
ノ
コ
オ
リ

阿
武

郡
四
至

方
疆
者

東
北
ハ
隣
石
州

し

い

し

ハ

ト
ナ
ル

ノ

ノ

ニ

郡
飯
浦

郡
黒
谷

北

多
万

郷
佛
坂

艮

ハ
小
川

郷
土
床

堺
石
州
美
濃

堺
石
州
美
濃

ウ
シ
ト
ラ

ハ

ノ

ノ

*3

寅
卯
ハ
加
年
村
ノ
白
坂

東
ハ
它
佐

郷
野
坂

堺
石
州
鹿

足
郡
徳
次

北

東

東

ノ

防

長

石

東
南
ハ
列

周
防

辰

它
佐

郷
三
頭
山

三
頭
山
ハ

堺
石
州
津
和
野

ス

ニ

ハ

ノ

故

曰

三

頭

郡
柚
ノ
木

郡
宮
野

三
州
之
堺
也

堺

佐

波

堺
吉
敷

辰
巳
ハ
地
郷
大
泥

巳
ハ
生
雲
・
篠
目

東

南

東
南
南

午
ハ
椿
木
郡
夏
木
原
國
堺
也

南
堺

國
内
美
祢

堺
吉
敷
郡

市

坂

南

ハ

郡
ノ
未
椿
木
郡
雲
雀
山

西
ハ
大
津
郡

北
西

参
見

堺
美
祢

郡
赤
村

ヒ
ツ
ジ

ハ

ノ

郷
久
佐
理
坂

西
北

海
也

是
□
武
郡
之
四
至
ナ
リ

堺
大
津
郡

三
隅
郡

阿
カ

ハ

( )Version 0.40嶋榛古實記 １



＝
（
ひ
つ
じ
さ
る
）南
西
。

坤
*1

＝
万
葉
時
代
は
生
芽(

ハ
ギ)

、
芽
子
、
波
疑
、
波
義
、
そ
の
他

芳
宜
草
、
鹿
鳴
草
、
玉
見
草
、
庭
見
草
、
野
守
草
、
初
見
草
な
ど
と
書
い
た
。
和
名
の
由
来
は
毎
年
古
い
株
の
根
元
か
ら
芽
を
出
す
の
で
生
え
芽(

キ)

、
変
じ
て
ハ
ギ
。
平
安
時
代
以
降
、
秋
に
花
が
咲

萩
*2

く
の
で
、
秋
に
草
冠
で
萩
を
当
て
た
。

＝
萩
の
別
名
。
牡
鹿
が
鳴
く
頃
に
開
花
す
る
花
と
い
う
意
味
。
万
葉
集
に
は
牡
鹿
が
萩
の
花
に
求
婚
し
に
来
る
と
い
う
歌
が
あ
り
、
鹿
と
萩
は
相
性
の
良
い
組
み
合
わ
せ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

鹿
鳴
草

*3

＝(

じ
が
し
ゅ
う)

中
国
の
古
典
。
「義
類
詞
典
」に
相
当
し
、
語
句
や
名
物
を
分
類
解
釈
。

爾
雅
集

*4

( )Version 0.40嶋榛古實記 １

椿
木
郷
者ハ

和
名
抄
云

長
門

國
阿
武

郡

是
ナ
リ
椿
木

椿
木

都
波

木

云
也

ノ

ノ

ハ

【
６
頁
】郡

ハ
西

限

玉
江
坂

坤

至

雲
雀
山

南

限

周
防
國
堺

巽

ヒ
ツ
ジ
サ
ル

ハ

リ

ヲ

ハ

リ

ニ

ハ

リ

ヲ

ハ

*1

究

川
上
ノ
水
源

東

限

松
本
垰

艮
ハ
至

猪
隈
垰

北

方
ハ

メ

ヲ

ハ

リ

ヲ

リ

ニ

ノ

乾

角
者
海
也

是

往
古
之
椿
木
郷
四
至

堺
内
ナ
リ

ハ

ナ
リ

ノ

ノ

レ

ノ

地
者

郷
の
内
に
阿
り

な
り

国
の
人

嶋

榛
原

椿
木

川
嶋

ノ

ノ

ノ

嶋
の
榛

當

略
し
て

と
計
り
い
へ
り

所
乃
俗
に
は
今

世
ノ

と
い
へ
り

當
の
字
は
所
の
名
に
は
あ
ら
ず

嶋
の
椿

ツ
バ
キ

當
国
・
當
郡
な
ど
の
當
乃
字
の
心
に
や

と

嶋
の
榛

い
ふ
べ
き
を

所
の
人
は

と
い
へ
る
成
べ
し

當
嶋
乃
榛

万
葉
集
十
巻

云

詠

榛

哥
一
首

作
者
未
詳

ニ

ル

ヲ

思
子
之

衣
将
摺
尓

尓
保
比
與

秋
立
ヽ
ズ
友

嶋
之
榛
原

オ

モ

フ

コ

ノ

コ

ロ

モ

ス

ラ

ン

ニ

ニ

ホ

ヒ

セ

ヨ

シ

マ

ノ

ハ

ギ

ハ

ラ

ト
モ

此
歌
当
所
を
詠
ず

所
也
と
云
云

鈔
物
に
は
未

勘

国
の

カ
ン
ガ
ヘ

ル

【
７
頁
】名

所
と
云
り

今

案

に

ハ

な
り

万
葉
に
は
榛
と

ニ

榛

萩

芽

ア
ン
ズ
ル

*2

通
ひ
用
ひ
重
り

と
萩
と
同
名
異
物
に
し
て
又
草
木
の

榛

榛

は
ぎ

鹿
鳴

違
ひ
有
り

は
木
な
り

ハ
草
也

倭
名
鈔

曰

シ

カ

ナ

ニ

草

蕭

爾
雅
集

註

云

萩
一
名
ハ

ク
サ

ジ

ガ

シ

ュ

ウ

ニ

*3

*4

萩
音

一

音

音
霄

和
名

今
案
ス
ル
ニ
牧
ノ
名
ニ
用

秋

焦

蕭

波
本木

カ

ア
ン

ニ

ノ
字

ト
云
是
也

辧
色
立
成

新
撰
・
万
葉
集
等
ニ

義

萩
倉

芽

芳
宜

用

ノ
字

唐
韻

芽
音
胡
誤
之
反

草
名
ナ
リ

国
史

用

ニ

ニ

三
字

揚
氏
漢
語
抄
ニ

又
用

三
字

並

本
文
ニ
未
詳

草

鹿
鳴
草

ニ

榛
秦
之
軽
音
字

又
作
僝

食
經

和
名

榛

也
云
云

波
之
波
美

栗

ハ

シ

バ

ミ

ニ

ハ

ニ
ト

榛

と
云
訓
も
致
抄
に
見
ゆ
め
り

榛

榛

は
同
字

波

破

之

波

波

年

美
ハ
シ
バ
ミ

木

ク
ン

ゆ

異
訓
に
し
て
名
種
別
木
也

榛

ハ
果
木
也

果

熟
す
る
時
は

波
之

波
美

ハ
シ
バ
ミ

ク
ダ
モ
ノ

食
ふ
へ
し

榛

は
木

実
の
食
ふ
べ
き
物
な
し

但
木
葉
共

染

波義

ハ
ギ

ミ

ノ

ニ

【
８
頁
】貝

に
用
ゆ
へし

今

世
に
染
工
の
榛
と
云
へ
し

衣
を
染
る
に
用

ノ

ゆ
る
木
ハ
是
也

は
染
貝
に
用
ゆ
べ
き
物
に
阿
ら
ず

さ
れ
ば

鹿
鳴
艸

歌
に
萩
の
花
す
り

又
ハ
衣
に
摺
ら
ん
秋
萩
と
読
る
も
此

木
を
云
る
な
る
へ
し

云

顔
照
云

万
の
草
ハ
枯
て

藻
塩
草
ニ

春
よ
り
萌
出
て
花
も
咲
に

古
枝
に
葉
も
め
ぐ
み

花
も
咲
も

有

夫
を
は
木
萩
と
云
て

と
万
葉
に
書
る
ハ
是
也

ま
は
ぎ

夫
を
木
萩
と
て
木
の
部
に
入
た
り

木
萩

に
の
ミ
有
之
と

真
野



＝
（し
ゅ
ん
え
）永
久
元
年
～

建
久
２
年
頃
、
平
安
時
代
末
期
の
僧
・
歌
人
。
父
は
源
俊
頼
。
母
は
橘
敦
隆
の
娘
。
早
く
に
東
大
寺
の
僧
と
な
り
、
俊
恵
法
師
と
も
呼
ば
れ
た
。
白
川
の
自
坊
を
「
歌
林
苑
」
と
名
付
け
、
そ
こ
に
藤
原
清
輔
・源
頼
政
・
殷
富

俊
恵

1
1

1
3

1
1
9
1

*1

門
院
大
輔
な
ど
多
く
の
歌
人
を
集
め
て
さ
か
ん
に
歌
会
・
歌
合
を
開
催
し
、
歌
壇
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
「
詞
花
和
歌
集
」以
下
の
勅
撰
集
に
入
集
。
「
歌
苑
抄
」「歌
林
抄
」な
ど
の
選
集
を
編
集
し
、
家
集
に
は
「林
葉
和
歌
集
」が
あ
る
。

＝
（
こ
う
て
い
、
紀
元
前

年
～
紀
元
前

年
）は
神
話
伝
説
上
、
三
皇
の
治
世
を
継
ぎ
、
中
国
を
統
治
し
た
五
帝
の
最
初
の
帝
と
さ
れ
る
。
三
皇
の
う
ち
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
漢
代
に
著
さ
れ
た
『史
記
』
に
よ
る
と
、
少
典
の
子
、
姓
は
公

黄
帝

2510
2448

*2

孫
、
名
は
軒
轅
。
帝
鴻
氏
と
も
呼
ば
れ
、
山
海
経
に
登
場
す
る
怪
神
・
帝
鴻
と
同
一
人
物
と
の
説
も
あ
る
。

、
神
農
氏
に
代
わ
っ
て
帝
と
な
っ
た
。
『
史
記
』は
そ
の
治
世
を
、
従
わ
な
い
者
を
討
ち
、
道
を
開
い
て
、
後
世
の

蚩
尤
を
討
っ
て
諸
侯
の
人
望
を
集
め

春
秋
戦
国
時
代
に
中
国
と
さ
れ
る
領
域
を
す
み
ず
み
ま
で
統
治
し
た

の
時
代
と
し
て
描
く
。
彼
以
降
の
４
人
の
五
帝
と
、
夏
、
殷
、
周
、
秦
の
始
祖
を
初
め
数
多
く
の
諸
侯
が
黄
帝
の
子
孫
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
中
国
に
都
市
国
家
群
が
形

開
国
の
帝
王

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
君
主
が
諸
侯
と
な
っ
て
い
く
過
程
で
、
擬
制
的
な
血
縁
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
諸
侯
た
ち
の
始
祖
と
し
て
黄
帝
像
が
仮
託
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
後
世
に
は
、
中
国
の
多
く
の
姓
氏
が
始
祖
を
三
代
の
帝
王
や
諸
侯
と
し
た
の
で
、

現
在
も
多
く
の
漢
民
族
は
黄
帝
を
先
祖
に
仰
い
で
い
る
。
清
代
末
期
に
革
命
派
が
、
黄
帝
が
即
位
し
た
年
を
紀
元
と
す
る
黄
帝
紀
元
と
称
す
る
暦
を
用
い
て
清
朝
への
対
抗
意
識
を
示
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
だ
が
、
辛
亥
革
命
後
に
至
り
革
命
支
持

者
を
中
心
に
黄
帝
の
存
在
を
否
定
す
る
主
張
が
高
ま
っ
た
。

（
し
ゆ
う
）
は
中
国
神
話
に
登
場
す
る
神
。
羌
が
姓
。
天
界
の
帝
王
で
あ
る
黄
帝
と
大
戦
争
を
し
た
。
獣
身
で
銅
の
頭
に
鉄
の
額
を
持
ち
、
ま
た
四
目
六
臂
で
人
の
身
体
に
牛
の
頭
と
蹄
を
持
ち
、
頭
に
角
が
あ
る
。
砂
や
石
や
鉄
を
喰
ら
い
、
超
能
力
を
持
ち
、

蚩
尤

*3

性
格
は
勇
敢
で
忍
耐
強
く
、
黄
帝
の
座
を
奪
う
と
い
う
野
望
を
持
っ
て
い
た
。
同
じ
姿
を
し
た
兄
弟
が

人
く
ら
い
い
た
と
い
う
。
戦
争
に
あ
っ
て
は
、
神
農
氏
の
時
、
乱
を
起
こ
し
、
兄
弟
の
他
に
無
数
の
魑
魅
魍
魎
を
味
方
に
し
、
風
、
雨
、
煙
、
霧
な
ど
を
巻

80

き
起
こ
し
て
黄
帝
と
涿
鹿
の
野
に
戦
っ
た
（

）
。
濃
霧
を
起
こ
し
て
敵
を
苦
し
め
た
が
、
黄
帝
は
指
南
車
を
使
っ
て
方
位
を
示
し
、
遂
に
こ
れ
を
捕
え
殺
し
た
。
こ
の
時
、
巨
体
で
勇
敢
で
戦
の
上
手
い
九
黎
族
（
ミ
ャ
オ
族
の
祖
先
）
が
蚩
尤
に
味
方
し

涿
鹿
の
戦
い

た
。
最
後
に
捕
ら
え
ら
れ
た
蚩
尤
は
、
諸
悪
の
根
源
と
し
て
殺
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
逃
げ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
手
枷
と
足
枷
を
外
さ
ず
、
息
絶
え
て
か
ら
よ
う
や
く
外
さ
れ
た
。
身
体
か
ら
滴
り
落
ち
た
鮮
血
で
赤
く
染
ま
っ
た
枷
は
、
そ
の
後
「
楓
（
フ

ウ
）」
と
な
り
、
毎
年
秋
に
な
る
と
赤
く
染
ま
る
の
は
、
蚩
尤
の
血
に
染
め
ら
れ
た
恨
み
が
宿
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
赤
旗
を
「蚩
尤
旗
」と
言
い
、
劉
邦
が
こ
こ
れ
を
軍
旗
に
採
用
し
た
。
戦
い
は
終
わ
り
、
九
黎
族
は
逃
れ
て
三
苗
族
と
な
っ
た
。
黄
帝
は
敵

討
ち
を
心
配
し
て
三
苗
を
皆
殺
し
に
し
た
が
、
こ
の
南
方
の
民
を
根
絶
や
し
に
で
き
ず
、
そ
の
後
、
苗
族
は
歴
代
の
王
を
執
拗
に
悩
ま
す
手
強
い
敵
と
な
っ
た
。
『
史
記
』
「
封
禅
書
」
で
は
蚩
尤
は
「
兵
主
神
」
に
相
当
す
る
と
さ
れ
、
戦
の
神
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
戦
争
に
必
要
な
戦
斧
、
楯
、
弓
矢
等
、
全
て
の
優
れ
た
武
器
（五
兵
）を
発
明
し
た
。

大
夫
に
俊
恵

か
申
シ

云
〃

顔
照

説
ハ
草
と
治
定
し
傳
れ
と
も

ト

ノ

*1

木
と
い
ふ
説
も
昔
よ
り
有
し
故
に

俊
恵
ハ
木
萩
真
野
に
の
ミ

阿
り
と
い
へ
り

今
案
す
る
に
真
野
に
榛
を
読
る
哥
万
葉
集

ア
ン

第
三
に
見
え
た
り

高
市

連
黒
人

ム
ラ
ジ

ノ

【
９
頁
】

去
来
児
等

倭
部
早

白
菅
乃

真
野
乃
榛
原

手
折
而
将
歸

イ

ザ

ヤ

コ

ラ

ヤ
マ
ト
ヘ
ハ
ヤ
ク

シ

ラ

ス

ケ

ノ

マ

ノ

ノ

ハ

ギ

ハ

ラ

タ

オ

リ

テ

ユ

カ

ン

答
哥

黒
人
妻

白
菅
乃

真
野
乃
榛
原

往
左
来

君
社
見
良
目

真
野
榛
原

シ

ラ

ス

ケ

ノ

マ

ノ

ノ

ハ

ギ

ハ

ラ

ユ

ク

サ

キ

ニ

キ

ミ

コ

ソ

ミ

ラ

メ

マ

ノ

ノ

ハ

ギ

ハ

ラ

此
歌
に
も
榛
の
字
用
ひ
た
り

俊
恵
説
に
木
萩
真
野
に
阿
り
と

い
へ
る
ハ
此
榛
の
木
を
見
て
い
へ
る
に
や

榛
を

と
い
ふ
事
も

波
利

之
記

良
ノ
き
美

昔
よ
り
の
事
成
へ
し

日
本
記
云

榛
原
君
と

応
神
天
皇

波

利

波

は
り
は
ら

衣
榛
原

點
を
と
り

藻
塩
草
に
云

と
云
ふ

は
り
は
ら
と
云
り

は
き
ハ
ら
也

欠
字
カ

と
読
つ
ゞ
き
た
る

是
皆

な
り
と
い
ふ

古
呂
毛
波

利
波
良

衣
針
原

萩
原

方
疆
の
説

前
中
納
言
ノ
令

云

凡
諸
士
之
居
住

有
二
途

惣

遠
郡
・
近
郡

毛

利

輝

元

オ
ヨ
ソ

ニ

ニ

テ

謂
之

士

城
内
郭
外

士

矣

其

分

在
郷
與
榛
住

云

在
郷

榛
住

コ
レ

ヤ

ト

ヲ

ヲ

ノ

ト
ス

ヲ

ツ
ニ

ヲ

【
１
０
頁
】

■

有
四
至

榜
示

其
四
至
ハ
西
限

其
地

鉄
炮
榜
是

於

保

波

俗
ニ
云

云
有
鉄
炮
制
札
故
也

瀬
俗
ニ

大
泊
瀬

シ

イ

シ

シ

イ

シ

青

葉

瀬

ノ

参
見
中
山

玉
江
山
田
口

阿
保
波
せ
ト

佐
美
乃
奈

甲
酉

至

坤

ハ
究

加
夜
摩

ヒ
ツ
ジ
サ
ル

キ
ワ
ム

ハ

ヲ

摩

多

倶

知

都
波
世

多

宇

計

多
末
兄
乃
夜

加
波
加
美

未
都
茂
止

巽

究

東

限

川
上
榛
瀬

松
本
垰

キ
ワ
ム

椿

瀬

ハ

ハ

艮

ハ
至

北

兼
乾
ノ
方
角

限
海
濱

也

小
墾
田
ノ
切
通

於
波
多
幾

利
止
保
之

ウ
シ
ト
ラ

オ

バ

タ

ハ

ヲ

謂
是

榛
乃
四
至
ノ
地

也

シ

イ

シ

ヲ

ト

嶋
榛
分
間
圖
記

城
内
乃
部

蚩
尤

神

黄
帝

内
傳

曰

帝
既

殺

因

之

始

築
城
云
云

日
本
書
記

曰

シ

ユ

ウ

カ
ム

ニ

ニ

ヲ

テ

ニ

テ

ニ

*2

*3
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＝
（
か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と
）神
武
天
皇
（紀
元
前

年
２
月

日
？
～

年
４
月
９
日
）の
こ
と
。
日
本
の
初
代
天
皇
（古
事
記
、
日
本
書
紀
）
。
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
在
位
は
辛
酉
年
（
神
武
天
皇
元
年
）１
月
１
日
（
紀
元

神
日
本
磐
余
彦
天
皇

*1

711

13

585

前

年
２
月

日
？
～

年
４
月
９
日
？
）
。
『
古
事
記
』
で
は
神
倭
伊
波
礼
琵
古
命
（
か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と
）と
称
さ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
神
日
本
磐
余
彦
尊
（か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と
）
、
始
馭
天
下
之
天
皇
（
は
つ
く
に
し
ら

660

18

585

す
す
め
ら
み
こ
と
）
、
若
御
毛
沼
命
（
わ
か
み
け
ぬ
の
み
こ
と
）
、
狹
野
尊
（
さ
の
の
み
こ
と
）
、
彦
火
火
出
見
（ひ
こ
ほ
ほ
で
み
）
と
称
さ
れ
る
。
神
武
天
皇
と
い
う
呼
称
は
、
奈
良
時
代
後
期
の
文
人
で
あ
る
淡
海
三
船
が
歴
代
天
皇
の
漢
風
諡
号
を
一
括
撰
進

し
た
と
き
に
付
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
天
皇
が
即
位
し
た
年
月
日
は
、
西
暦
紀
元
前

年
２
月

日
と
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
２
月

日
が
明
治
６
年
に
紀
元
節
と
定
め
ら
れ
た
。
紀
元
節
は
昭
和

年
に
は
建
国
記
念
の
祝
日
と
な
っ
た
。

660

11

11

42

こ
の
部
分
の

は
次
の
通
り
「

神
日
本
磐
余
彦
天
皇

神
武
天
皇

（前
略
）

壬
辰
朔
辛
亥
。
命
諸
將
練
士
卒
。
是
時
層
富
縣
波
■
丘
岬
有
新
城
戸
畔
者
。
丘
岬
。
此
云

■
介
佐
棄
。
又
和
珥
坂
下

日
本
書
紀
原
文

日
本
書
紀
卷
第
三

己
未
年
春
二
月

有
居
勢
祝
者
。
坂
下
。
此
云
瑳
伽
梅
苔
。
臍
見
長
柄
丘
岬
有
猪
祝
者
。
此
三
處
土
蜘
蛛
並
恃
其
勇
力
不
肯
來
庭
。
天
皇
乃
分
遺
偏
師
皆
誅
之
。
又
高
尾
張
邑
有
土
蜘
蛛
。
其
爲
人
也
身
短
而
手
足
長
。
與
侏
儒
相
類
。
皇
軍
結
葛
網
而
掩
襲
殺
之
。
因

天
皇
徃
甞
嚴
瓮
粮
出
軍
而
征
。
是
時
。
磯
城
八
十
梟
帥
於
彼
處

改
號
其
邑
曰
葛
城
。
夫
磐
余
之
地
舊
名
片
居
。
片
居
。
此
云
伽
■
韋
。
亦
曰
片
立
。
片
立
。
此
云
伽
■
■
知
。
逮
我
皇
師
之
破
虜
也
。
大
軍
集
而
滿
於
其
地
。
因
改
號
爲
磐
余
。
或
曰
。

。

。
又
賊
衆
戰
死
而
僵
屍
枕
臂
處
呼
爲
頬
枕
田
。
天
皇
以
前
年
秋
九
月
。
潜
取
天
香
山
之
埴
土
。

屯
聚
居
之
。
屯
聚
居
。
此
云
怡
波
瀰
萎
。
果
與
天
皇
大
戰
。
遂
爲
皇
師
所
滅
。
故
名
之
曰
磐
余
邑

又
皇
師
立
詰
之
處
。
是
謂
猛
田
。
作
城
處
號
曰
城
田

以
造
八
十
平
瓮
。
躬
自
齋
戒
祭
諸
神
。
遂
得
安
定
區
宇
。
故
號
取
土
之
處
曰
埴
安
。
（
後
略
）」

＝
（た
て
ま
つ
り
）説
文
に｢

口
味
之
也｣

と
あ
る
。
食
す
る
こ
と
。
天
皇
の
行
為
な
の
で
、
こ
れ
に
タ
テ
マ
ツ
リ
タ
マ
ウ
の
古
訓
が
あ
る
。

嘗
*2

＝
（い
つ
への
お
も
の
）嚴
瓮
に
供
し
た
供
御
を
召
し
上
が
る
。
以
後
神
の
加
護
を
う
け
て
、
戦
に
勝
つ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
オ
モ
ノ
は
オ
ホ
ミ
モ
ノ
の
略
。

嚴
瓮
の
粮

*3

＝
（や
そ
た
け
る
）武
勇
あ
る
者
の
集
団
に
対
し
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
〈例
〉熊
襲
八
十
梟
帥
。
（岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

一

頁
参
照
。
）

｢

多
稽
屡
（た
け
る
）｣

八
十
梟
帥

*4

217

＝
（た
け
だ
）橿
原
市
東
竹
田
。
但
し
、
地
名
辞
典
は
こ
の
説
で
は
地
理
が
合
わ
ぬ
と
し
て
宇
陀
郡
の
地
と
す
る
。

猛
田

*5

＝
（あ
め
み
こ
と
ひ
ら
か
す
わ
け
の
み
こ
と
）第

代
天
智
天
皇
の
謚
。

～

(

在
位

～

)

天
命
開
別
天
皇

38
626

671
668

671

*6

＝
（
ダ
チ
ソ
チ
）百
済
の
官
位

階
の
第
２
。

達
率

*7

16

＝
（
た
ふ
ほ
ん
し
ゅ
ん
そ
）百
済
滅
亡
に
よ
り
渡
来
し
た
人
か
。
（岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

五

頁
参
照
）

答
炑
春
初

*8

35

＝
下
関
海
峡
に
臨
む
地
か
。
下
関
市
豊
浦
町
の
茶
臼
山
説
、
唐
樋
山
説
が
あ
る
。
（岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

五

頁
参
照
）

城
を
長
門
國
に
築
か
し
む

*9

35

＝
（お
く
ら
い
ふ
く
る
）各
方
面
の
将
軍
か
。
（岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

五

頁
参
照
）憶
禮
氏
は
天
平
宝
字
五
年
三
月
に
石
野
連
と
賜
姓
。

憶
禮
福
留

*10

31

＝
（し
ひ
ふ
く
ぶ
）百
済
滅
亡
に
よ
り
渡
来
し
た
人
か
。
同
姓
の
忠
勇
は
、
続
紀
、
神
亀
元
年
五
月
条
に
椎
野
連
と
賜
姓
。
（岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

五

頁
参
照
）

四
比
福
夫

*11

35
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日
本
磐
余
彦
天
皇

己
未
ノ
年
春
二
月

天
皇
徃
嘗

嚴
瓮
粮

出

ヤ

マ

ト

イ

ワ

レ

ヒ

コ

ノ

ミ

コ

ト

*1

*2

*3

怡
波
瀰
萎
女

軍
西
征

是
時
磯
城
八
十
梟
帥

於
彼
處
屯
聚
居
之

屯
聚
比
ニ
云

而
カ

イ
ハ
ミ
キ
タ
リ

*4

果
與
天
皇
大
戦

遂
為
皇
師
所
滅

故
名
之
曰

皇
師
立

磐
余
邑

又

イ

ワ

レ

天
皇
往
嚴
瓮
の
粮
を

嘗

り
た
ま
ひ
て
、
軍

を
出
し
て

<

読
み
下
し
文>

｢

ム
カ
シ

イ

ツ

ヘ

オ
モ
ノ

タ
テ
マ
ツ
リ

ミ
イ
ク
サ

イ
ダ

西

を
征
ち
た
ま
ふ
。
是
の
時
に
、
磯
城
の
八
十
梟
帥
、
彼
處
に
屯
聚
み
居
た

ニ
シ
ノ
カ
タ

ウ

コ

シ

キ

ヤ

ソ

タ

ケ

ル

そ

こ

イ

ハ

ヰ

り
。
（
屯
聚
居
、
此
を
ば

）
果
し
て
天
皇
と
大
き
に
戦
ふ
。
遂
に

怡
波
瀰
萎
と
云
ふ

イ

ハ

ミ

ヰ

オ
ホ

皇
師
の
為
に
滅
さ
る
。
故
、
名
け
て

皇
師
の
立

磐
余
邑
と
曰
ふ｣

と
い
ふ
。
又

ミ
イ
ク
サ

ホ
ロ
ボ

カ
レ

イ
ハ
レ
ノ
ム
ラ

ミ
イ
ク
サ

タ
チ

【
１
１
頁
】

云
云

誥
之
處

是
謂
猛
田

作
城
處
號
曰
城
田

欠
字

*5

誥
び
し
処
、
是
を

城
を
作
り
し
処
を
、
号
け
て
城
田
と
曰

猛
田
と
謂
ふ
。

タ
ケ

タ

ケ

ダ

イ

ト
コ
ロ

キ

タ

ふ
。｣

（
出
典
＝｢

日
本
書
紀｣

（
一
）
岩
波
文
庫

頁
）

236

今

案

に
日
本
國
に
城
を
作
る
の
始
ハ
爰
に
出
た
る
物
也

又
帝
城
を

ア
ン
ズ
ル

造
る
事
も
此
御
宇
の
大
和
国
橿
原
ノ
宮
を
以
て
起
源
と
す
る
也

天
命
開
別
天
皇

四
年
秋
八
月

同
紀
曰

あ
め
み
こ
と
ひ
ら
か
す
わ
け
の
み
こ
と

*6

遣
達
率
答

春
初
を

築
に
城
於
長
門
國

遣
連
率
憶
福
禮

秌

タ
チ
ソ
チ
タ
フ
ホ
ン
シ
ュ
ン
ソ

衍
字

達
カ

衍
字

福
留

、
達
率
四
比
福
夫
（

）

於
筑
紫
國
築
大

（
た
ち
そ
ち
お
く
ら
い
ふ
く
る
）

た
ち
そ
ち
し
ひ
ふ
く
ぶ

欠
字

天
智
天
皇
也

野
及
椽
、
二
城
云
云

天
命
開
別
天
皇
ハ

キ

フ
タ
ツ
ノ
キ

秋
八
月
に
達
率

答
炑
春

を
遣
し
て

城
を
長
門
國
に

<

読
み
下
し
文>

初

ア

キ

ハ

ツ

キ

ダ
チ
ソ
チ

タ
フ
ホ
ン
シ
ュ
ン
ソ

マ
ダ

キ

ナ
ガ
ト
ノ
ク
ニ

*7

*8

築
か
し
む

。

達
率
憶
禮

留

・
達
率
四
比
福
夫

を
筑
紫
國
に
遣
し
て

福

ツ

オ

ク

ラ

イ

フ

ク

ル

シ

ヒ

フ

ク

ブ

マ
ダ

*9

*10

*11



＝
太
宰
府
庁
跡
の
北
、
四
天
王
山
（標
高

米
）に
遺
構
が
あ
る
。
朝
鮮
式
山
城
。

は
東
西

米
余
、
水
城
、
大
野
城
と
と
も
に
太
宰
府
の
防
衛
戦
を
形
成
す
る
。

大
野

椽
城

キ

*1

410

700

＝
（た
か
や
す
の
き
）遺
構
は
奈
良
県
生
駒
郡
と
大
阪
府
八
尾
市
の
境
、
高
安
山
。
壬
申
の
乱
で
争
奪
の
対
象
と
な
っ
た
。
大
宝
元
年
八
月
廃
城
。

高
安
城

*2

＝
天
智
天
皇
八
年
是
冬
条
に｢

高
安
城
を
脩
り
て
畿
内
の
田
租
を
収
む｣

と
あ
る
。

積
穀
與
塩

*3
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大
野

及
び
椽
、
二
城
（
を
築
か
し
む
。
）
（
出
典
＝
岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

キ

フ
タ
ツ
ノ
キ

ツ

*1

（
五
）

頁
）

34
九
年
春
二
月

又

修

高
安
城

積
穀
與
塩

又

同
紀
云

ツ
ク
リ
テ

タ

カ

ヤ

ス

ノ

キ

モ
ミ
ト
シ
オ
ト
ヲ

*2

*3

云
云

築
長
門
城
一

築
柴
城
二
ヲ

ナ
ガ
ト
ノ
シ
ロ
ヒ
ト
ツ

ツ
ク
シ
ノ
シ
ロ
フ
タ
ツ

又
、

高
安
城

又
長
門
城

一

<

読
み
下
し
文>

を
脩
り
て
穀
と
塩
と
を
積
む
。

ヤ
カ
ヤ
ス
ノ
キ

ツ
ク

モ
ミ

ナ

ガ

ト

ノ

キ

つ
、
築
柴

二
つ
を
築
く
。
（
出
典
＝
岩
波
文
庫｢

日
本
書
紀｣

（
五
）

頁
）

城

ツ
ク
シ
ノ
シ
ロ

ツ

52

今

案

に
長
門
國
に
城
を
築
の
始
は
天
智
天
皇
の
御
宇
を

ア
ン
ズ
ル

起
源
と
み
え
た
り

【
１
２
頁
】

古
老
傳
曰

当
城
の
地
ハ
往
古
吉
見
家
之
傳
領
云
云

其
後
当
家

于
時
慶
長
六
年
三
月
十
八
日

鍬
初
め
吉
川

築
府
城
於
此
地

と

き

に

如
兼

益
田
牛
庵

ト
云
云

慶
長
十
六
年
九
月
十
日

南

東

門

門
居
玉
フ
四
本
松
ト
云
云

羽
林
秀
就
朝
臣
入
城

于
時
前
黄
門
移

指
月
山

城
山
を
云
り

昔
此
地
に
修
多
羅
寺
と
云
寺
有
し
故
に

此
号
有
り
と
云
云

經

曰

修
多
羅
ノ
教
ハ
如
標
月
指
ノ
云
云

蓋

圓
覚

ケ
ダ
シ

ニ
據
れ
る

後
に
此
寺
椿
木
神
社

の
近
所

此
義

有
城
南
之

山
麓

ニ

遷
せ
る
今
も

其
地
を
多
羅
寺
と
云
是
な
り

要
害

【１
３
頁
】山

に
有
り

国
中
に
要
害
と
云
要
害
の
二
字
ハ

日
本
書
記

云
要
害

と
訓
す

古
往
よ
り
城
を
築
の
法
ハ
沼
を

奴
末

（
ヌ
マ
）

堀
て
其
土
を
以
土
代
と
す

故
に
要
害

城

の
訓

奴

之

末

呂

土

台

呂

之
呂

之
呂

有
り

土
代

と
云
事
ハ

田
地
に
苗
代

十
代

之

奈
於

曽

五
百
代

と
書
も

土
を
以
て
封
疆

を
作
る
を
代

伊
於

止

之
呂

天

呂

幾

之

古
之

と
云
也

城
も
亦
其
義
同
シ

日
本
書
紀
云

城

と
訓
す

是
ハ
城
櫓
を
さ
し
て
云
物
也

飯
を
蒸
す

籠
を
甑

と
云

城
の
櫓
の
形
も
是
に
類
す

故
に

古
之

幾

コ
シ
キ

幾

幾

呂
宇

城

の
訓
有
之

俗
に
甑

を
さ
し
て
城
櫓

古
之

古
之

セ
伊

コ
シ
キ

セ
イ
ロ
ウ

と
云
も
其
義
又
一
也

要
害
に
は
城
門
并
櫓
多
し

名
義
も
分
明
也
と
云
云

常
人
の
通
路
す
る
所
に
非
す

只

【
１
４
頁
】耳

に
名
を
聞
て
目
に
ハ
其
形
を
見
ず

其
真
偽
乃

差
別
も
弁
し
難
シ

爰
に
贅
せ
す
云
云

檜
谷指

月
山
の
南
の
谷
を
云
り

此
地
檜
多
シ

故
に
此
名
阿
り

と
云
云

西
之
丸



＝
（け
ん
よ
）物
の
始
め
の
意
。
衡
（は
か
り
）を
作
る
に
は
權
（
お
も
り
）か
ら
始
め
、
車
を
作
る
に
は
輿
か
ら
始
め
る
か
ら
い
う
。

權
輿

*1
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本
丸
の
内
也

殿
舎
の
西
に
有
り

故
に
名
有

一
書

云
ニ

城
ハ
以

小
圓

為
善

故
曰
丸

又
城
内

以

呼

曲

圓
与
丸

同
訓
也

ク
ル

テ

ヲ

ト

ヲ

テ

フ
モ

輪

其
儀
一
な
り

謂

循
環

無
端
也

曲
輪
与
郭

和
訓

ワ

ト

ト

フ

シ
テ

又
同
也

西
之
丸
門

【
１
５
頁
】西

丸

門
也

其
義
明
な
り

ナ
リ

ノ

ノ

中
の
丸

是
ハ
本
丸
之
内

天
守
乃
邊
よ
り
国
守
殿
舎
の
諸
士
の

役
所
等
の
在
所
を
さ
し
て
い
へ
り

中
の
丸
と
云
事
ハ

東

西
の
丸
の
中
間
に
有
る
故
に
名
付
と
い
へ
り

但
中
の
丸
と
云

号
は
吉
田
・
廣
嶋
之
城
に
よ
び
用
ら
れ
た
れ
ハ

其
称
号
を

用
と
も
云

元
就
卿
詠
草
云

永
禄
十
一
年
三
月
の
比

中
の
丸
ニ
而

コ
ロ

能
見
る
我
か
家
櫻
四

人
も
よ
り
て
や

花
も
色
を
そ
ふ
ら
ん

ヨ
モ
ノ
ヒ
ト
カ

中
の
丸
に
て
ミ
那
人
阿
ひ
と
も
に
花
を
見
侍
り
て

皆

と
め
行
ん
山
路
の
花
の
色
香
に
母

お
と
ら
ま
し
や
ハ
庭
の
木
の
本

も

【
１
６
頁
】隆

元
朝
臣
同
席
の
哥
に

常
磐
な
る
松
に
咲
そ
ふ
櫻
花

千
と
せ
を
加
ぬ
る
盛
と
そ
見
る

ト

キ

ワ

今

案

に
三
首
の
和
歌
の
内

奥
の
貳
首
ハ
永
禄

ア
ン
ズ
ル

十
一
年
三
月
よ
り
已
前
の
哥
那
る
へ
し

但

永
草
の
書
列

斯

の
如
し
故
に
本
の
侭
に
記
し
置
所
な
り

安
置
之
其
守
護
ヲ
祈
ル
所
ト
云
説
モ
有
之

天
守

信
長
ノ
時
伴
天
連
大
ニ
世
ニ
行
ハ
ル
是
ヲ
天
師
道
ト
モ
云
天
帝
ヲ
崇
敬
シ

中
の
丸
の
内
に
有
り
五
重

古
記
曰

是
に
鐘
大
鞁
之
段
ア
ル
也

天
正
四
年
春
正
月
信
長
公
築
城

於
江
州
安
土
山
に

ヲ

爰
四
月

成

始

造

天
守

秋
七
月

成
石
垣
二
重

高
き

ニ

ル

テ

ル

ヲ

ニ

ヲ

事
十
二
間

廣
き
事
南
北
廿
間

東
西
十
七
間

石
垣

以
上

有
城
楼

七
重
也

是
日
本
國
天
守
の
權
輿

也
と
云

ケ

ン

ヨ

ニ

*1

【１
７
頁
】世

説
に
殿
主
・
天
守
の
文
字
を
用
ゆ

公
方
家
・
国
主
・
領
主
家

之
書
法
差
別
有
と
い
へ
り

一
書

云

天
守
謂
心
ハ
天
下

ニ

守
将
の
意

殿
主
ト
謂
ハ
一
殿
主
・
頭
之
意
也

或
ハ
天
守
ト

謂
ハ
天
下
守
衛
の
意
也
と
云
云

月
見
櫓

本
丸
の
本
門
の
東
に
有
り

昔
羽
林
家

此
櫓
に
乗

し

羽
林
次
将
秀

就
公
ノ
御
事
カ

■

給
ひ

月
見
の
遊
興
度
々
有
し
故
に

此
名
有
と
云
云

一
云
付
見
櫓
也

是
ハ
諸
勢
の
付
を
見
る
事
阿
る
櫓
成

故
に
此
名
有
り

城
取
の
故
実
口
伝
有
事
也
と
云
云

月
見
の
門

外
の
門
を
透
門
と
云
升
形
五
八

中
の
丸
の
門
と
も
い
へ
り

義
は
明
也

本
丸
本
門
の
名
な
り



＝
唐
代
に
張
文
成
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
伝
奇
小
説
。
中
国
の
小
説
の
嚆
矢
。
遣
唐
使
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
わ
が
国
文
学
に
多
大
の
影
響
を
与
え
た
。
本
書
は
中
国
で
は
散
逸
し
た
た
め
、
わ
が
国
に
保
存
れ
た
書
が
中
国
に
里
帰
り
し

遊
仙
窟

*1

た
。

＝
（
ま
つ
な
が

ひ
さ
ひ
で
）戦
国
時
代
の
武
将
。
別
名
は
松
永
弾
正
。
大
和
の
戦
国
大
名
。
初
め
は
三
好
長
慶
に
仕
え
た
が
、
や
が
て
三
好
家
家
中
で
実
力
を
つ
け
、
長
慶
の
死
後
は
三
好
三
人
衆
と
共
に
第

代
将
軍
・
足
利
義
輝
を
殺
害
し
、

松
永
久
秀

*2

13

畿
内
を
支
配
し
た
。
し
か
し
織
田
信
長
が
義
輝
の
弟
・
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
て
く
る
と
、
信
長
に
降
伏
し
て
家
臣
と
な
る
。
そ
の
後
、
信
長
に
反
逆
し
て
敗
れ
、
文
献
上
で
は
日
本
初
と
な
る
爆
死
と
い
う
方
法
で
自
害
し
た
。
東
大
寺
大
仏
殿

焼
失
の
首
謀
者
と
も
言
わ
れ
る
。
北
条
早
雲
・
斎
藤
道
三
と
並
ん
で
日
本
三
大
梟
雄
と
評
さ
れ
る
が
、
信
貴
山
城
近
郊
の
人
々
か
ら
は
、
連
歌
や
茶
道
に
長
け
た
教
養
人
で
あ
り
、
領
国
に
善
政
を
敷
い
た
名
君
と
し
て
、
現
在
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

＝
城
上
の
ひ
め
が
き
。

雉
堞

*3

＝
城
壁
の
上
の
低
い
垣
根
。
ひ
め
が
き
。
女
垣
（
じ
ょ
え
ん
）。

女
檣

*4

＝
後
漢
の
劉
熙
の
著
。
事
物
別
に
、
同
音
語
に
よ
っ
て
言
葉
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
辞
書
。

釋
名

*5

＝
（
へ
い
げ
い
）
城
の
上
の
ひ
め
が
き
。
女
垣
。
埤
倪
。

埤
堄

*6

＝
明
の
梅
膺
祚
が
著
し
た
字
典
。

字
彚

*7

＝
矢
を
射
る
た
め
城
の
櫓
な
ど
に
設
け
た
窓
。
矢
玉
を
放
つ
所
。
箭
窓
。

箭
眼

*8
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【
１
８
頁
】月

見
櫓
の
脇
に
阿
る
故
に
此
名
を
称
し
来
れ
り
ト
云

前
の
橋
を

と
い
ふ

極
楽
橋

屏
風
蔵

月
見
櫓
の
東
北
に
有
り

此
蔵
二
の
丸
よ
り
見
る
に

塹

岸
の
上
に
有
て
其
形

此
云

保
利

三
十
間
長
屋

屏
風
を
立
る
か
如
し

故
に
此
名
阿
り

又
ハ

と
も
い
へ
り

長
屋
の
号
の
出
所
有
る
や

遊
仙
窟

ノ
註
ニ

ユ
ウ
セ
ン
ク
ツ

*1

曰

長
廊
四
主

長
屋
を
多
門
と
も
い
へり

一
云

長
廊
者
正
堂

ノ
両
傍
ノ
長
屋

多
門
の
称
号
ハ

松
永
久
秀
よ
り
起
る
と
い
へ
り

古
記
云

*2

松
永
秀
久
築

多
門

城

後
世
横

其
構

営
造

之

據

ク

ノ

ニ
シ

ヲ

ス
ル

ヲ
矮

而
長

彼

居

拾
呼
多
門

謂

両
櫓
之
交
有

雉
堞

ノ

ア
ワ
セ

キ
チ
ョ
ウ

レ
カ

ト

ニ

*3

【
１
９
頁
】棟

戸
口
多
し
故
名
多
門

蓋
シ
従
久
秀
始

辞
也
云
云

ケ
ダ

ヨ
リ

ト

ル

堞
と
申
も
長
屋
も
多
門
も
同
シ
事
也
と
云
り

雉キ
チ
ョ
ウ

堞
一
名
は

と
云
う
云
云

和
名
抄
云

女
檣
一
名
ハ

雉

女
檣

キ
チ
ョ
ウ

ジ
ョ
シ
ョ
ウ

*4

牒

音
字

堞
音

桿
詣
二

城
上

小
垣
也

釋

名

云

城
上

垣
を
云

埤
堄

し
ゃ
く
み
ょ
う

ヘ

イ

ゲ

イ

ノ

ニ

ノ

*5

*6

或

云

女
檣
言

其

旱

小
比

之

城
若
女
子
之

ジ
ョ
シ
ョ
ウ

ヒ
キ
ク
ホ
ソ
キ

ノ

一
又
作
陴

■
ニ

ハ

フ

ノ

ス
ル
ニ

ヲ

於
丈
夫

也

字
彚

曰

堞

城
上

女
垣
也

以

白
亜

之

雉

ジ

イ

キ
チ
ョ
ウ

ニ

ハ

ノ

テ

ヲ

*7

故
亦
云

垾
堄

城
上

女
檣

蓋

女
檣

開

箭
眼

以

粉
堞

ユ
エ
ニ

ケ
ダ

セ
ン
ガ
ン

ト

ハ

ノ

シ

ハ

テ

ヲ

テ

*8

窺

望
城
下

因
以
為
名

ウ
カ
ヽ
ヒ
ノ
ゾ
ム

ヲ

ト

臺
所
門

東
の
丸
の
東
門
を
ハ
い
り

此
門
の
西
向
ひ
に
臺
所
阿
り

故
に

名
と
そ

臺
所
は
臺
磐
所
の
略
な
り
と
云
り

【
２
０
頁
】

弾
正
門

臺
所
の
南
に
阿
り

大
番
所
に
至
る
門
也

井
原
弾
正
当
職

欠
字

役
之
時

此

門
を
修
造
す
る

故
に
此
名
阿
り

大
番
所
之

北
は
此
の
誤
記

号
ハ
古
往
よ
り
阿
り

大
番
の
字
ハ
東
鑑
に
見
へ
た
り

古
今



＝
古
今
著
聞
集
（こ
こ
ん
ち
ょ
も
ん
じ
ゅ
う
）
。
鎌
倉
時
代
、
伊
賀
守
橘
成
季
に
よ
っ
て
建
長
六
年
（

年
）編
纂
さ
れ
た
世
俗
説
話
集
。
七
百
余
り
の
説
話
な
ど
を
神
祇
・釈
教
・
政
道
忠
臣
・公
事
・文
学
・和
歌
・管
絃
歌
舞
・
能
書
・術
道

古
今
著
聞
抄

1254

*1

・孝
行
恩
愛
・好
色
・武
勇
・弓
箭
・馬
芸
・相
撲
強
力
・
書
図
・蹴
鞠
・博
奕
・偸
盗
・祝
言
・哀
傷
・遊
覧
・宿
執
・闘
争
・
興
言
利
口
・恠
異
・変
化
・飮
食
・草
木
・魚
虫
禽
獣
の

編
に
ま
と
め
た
物
で
す
。

30

＝
つ
づ
る
。
あ
つ
め
る
。
「贅
」
は
剰
余
物
、
付
属
物
、
無
駄
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
「贅
文
」
は
無
駄
な
文
章
。
従
っ
て
「贅
せ
ず
」
は
余
計
な
事
は
書
か
な
い
と
言
う
意
味
。

贅
*2

凞
元
ー
豊
元
ー
弘
元
ー
興
元
ー
幸
松
丸
ー
元
就
ー
隆
元
ー
輝
元
ー
秀
就
…
。
廣
元
ま
で
は
大
江
姓
、
季
光
が
初
め
て
毛
利
姓
を

廣
元
・季
光
＝
【毛
利
家
家
系
】

維
光
ー
廣
元
ー
季
光
ー
経
光
ー
時
親
ー
貞
親
ー
親
衡
ー
元
春
ー
廣
房
ー
光
房
ー

大

江

毛

利

*3

名
乗
っ
た

＝
毛
利
元
春
の
こ
と
。

大
江
師
親

*4
著
聞
抄

に
ハ
椀
番
と
も
書
る
本
あ
り

此
番
所
を

*1
と
も
云

先
年
馬
廻
り
の
侍
詰
番
の
所
也

焼
火
の
門

其
外
の
役
所
は
部
屋
と
い
ふ

北
の
丸

臺
所
の
北
に
阿
り

此
所
に
木
工
方
を
置
て
城
中
乃

修
造
を
務
ら
し
む

俗
に

と
云
て

北
の
丸
の

内
作
事
方

号
を
呼
ふ
人
稀
な
り

北
の
丸
之
名
ハ
吉
田
城
并

【
２
１
頁
】廣

嶋
の
城
已
来
呼
来
て

当
城
ニ
も
其
名
を
用

井
上
櫓

北
の
丸
に
有
櫓
也

往
古
井
上
氏
某
此
地
の
守
り
た
り
し

故
に
呼
ふ

井
上
門

井
上
櫓
の
脇
に
有
故
呼
ふ
な
り

右
本
丸
分
也

此
丸
に
有
所
の
門
・
櫓
・
殿
舎
等
の
名
義

明
か
な
る
所
も
別
の
旨
阿
り
て
紀

さ
ず

其
名
義

詳

記
の
誤
記

ツ
マ
ビ
ラ

か
な
ら
す
所
も
省
き
て
爰
に
贅
せ
ず

余
ハ
是
に

*2

準
へ
知
る
へ
し

ナ
ゾ
ラ

北
櫓

【２
２
頁
】二

の
丸
の
北
の
詰
に
有
故
に
此
名
あ
り
と
い
へ
り

北
之
門

宮
崎

宮
崎
神
社
の
北
に
有

名
義
明
か
な
り

此
地
を

と
い
へ
り

丸
宮
崎
神
社

社
家
之
伝
記
云

当
社
ハ
元
来
甲
州
宮
崎
と
云
地

鎮
座

有
し
也

其
地
毛
利
廣
元
・
季
光

・
傳
領
之
所
里
也
し

ヒ
ロ
モ
ト

*3

故
に
当
家
の
本
居
の
神
と
す

後
大
江
師
親

之
時

本

拠

ニ

*4

至
り

藝
州
高
田
郡
吉
田
の
城
中
に
遷
座
阿
り

今
に
其
旧
地
を

と
い
へ
り

中
納
言
家
当
城

宮
崎
丸

宗
瑞
公
ノ
御
事

を
築
給
う
時
に

又
此
地
に
う
つ
し
崇
ら
る
ヽ
と
云
云

【２
３
頁
】本

社
八
幡
宮

三
座
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